
【 建 築 物 】
■風致地区とは？

　　　風致地区とは都市の自然的景観を維持していくことによって、都市全体の美観を保全するとともに、

　　快適な居住環境を形成するために定めています。地区内における建築等について規制を行うもので、

　　許可が必要となります。

■対象となる行為

建築物の新築、改築、増築又は移転で、その部分の床面積が１０㎡を超えるもの

■許可の基準

主な許可基準は次のとおりですが、詳しくは都市政策課でお尋ねください。

※種別ごとの基準※

第3種 １２ｍ以下 30%以下 20%以上

第４種 １５ｍ以下 40%以下 20%以上

※種別に関係ない共通の基準※

○申請建築物が周囲の地面と接する位置の高低差が６ｍ以下であることが必要です。

○申請建築物の位置、意匠、形態及び意匠が周辺との風致と調和することが必要です。

○建築物等のうち、屋根、壁面、煙突、門、塀、橋、鉄塔等の色彩の変更の際には申請が必要です。

■緩和措置等（！詳しくは都市政策課へ！）

・敷地が２以上の道路に接している場合の壁面後退距離

１つの道路境界以外の後退距離を１．５ｍ以上とすることができます。

・敷地面積が１５０㎡以下の場合の緑地率

・４面開放型カーポートの壁面後退距離

・建築基準法施行令第１３５条の２１「低層住居専用地域の緩和」 

■完了届等・許可標識

緩和措置の適用に関係なく全ての許可行為で必要となります。

許可申請による許可の通知を行う際に、許可条件として別紙詳細をお渡しします。

その許可条件に沿って、完了届をおこなってください。

■許可申請について  (正副２部)

・申請書(地名地番を記入のこと)

・付近見取り図（方位記入のこと）

・配置図（緑地計画・壁面後退距離（有効距離）を記入のこと）

・緑地計画図・緑地率算定表

・敷地面積求積図・建築面積求積図・建ぺい率計算式

・平面図・立面図（主要部分の材料の種類、色彩を記入のこと。）

・断面図又は矩計図（最高高さを記入のこと。立面図に高さを表示している場合必要ありません。）

問合先：別府市建設部都市政策課景観デザイン係　
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※※※※※※風致地区内で建築等をされる方へ※※※※※※

２ｍ以上 １ｍ以上
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風致地区の緑地率算出表

　延長距離　1ｍにつき

ツ　タ　類 　延長距離　1ｍにつき

樹　　　木

生　　　垣

単　　　　　位 数　　量 計（㎡）自然的要素の種類

芝　　　生 　面積　1㎡につき

池その他これらに類するもの

　高さが２．５ｍ以上のもの１本につき

　高さが１．０ｍ以上、２．５ｍ未満の
　もの１本につき

　高さが０．５ｍ以上、１．０ｍ未満の
　もの１本につき

壁面緑化
　高さを１ｍと換算し、延長距離１ｍ
　につき

花 面積　1㎡につき

　面積　1㎡につき

※　自然的要素のうち、地域特性に適合するものとして以下に定めるものにかかる換算面積については、１．２

　　を乗じるものとする。

合　　　　　　　　　　　計

庭　石　類 面積　1㎡につき

※　道路境界線から2ｍ以内にある自然的要素については、換算面積に１．５を乗じて得た数値を自然的要

敷地面積（㎡）

　　素の換算面積として算出する。（係数下段欄とする）
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